
　
農
村
復
興
事
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
で
、

太
助
は
、
一
般
の
百
姓
か
ら
組く

み
が
し
ら頭
、
村
の

代
表
者
で
あ
る
名な

ぬ
し主
を
経
て
、
天
保
10
年

（
１
８
３
９
年
）
に
下
高
田
村
ほ
か
５
か
村

の
財
政
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
代
官
と
い
う

役
職
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苗み

ょ
う
じ字

帯た
い
と
う刀

（
百
姓
が
特
別
に
武
士
の
よ
う
に
苗
字
を
名

乗
っ
た
り
、
刀
を
持
つ
こ
と
）
を
許
さ
れ
、

大
山
太
助
と
名
乗
り
ま
し
た
。

　
太
助
は
、
下
高
田
村
の
農
村
復
興
事
業
だ

け
で
な
く
、
尊
徳
一
番
の
弟
子
と
も
い
わ
れ

る
富と

み
た
こ
う
け
い

田
高
慶
の「
尊
徳
の
門
人
に
な
り
た
い
」

と
い
う
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
も
尽
力
し

ま
し
た
。門
人
と
な
っ
た
高
慶
は
、『
報
徳
記
』

と
い
う
、
尊
徳
の
教
え
を
網
羅
し
た
と
て
も

有
名
な
本
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
太
助
は
、
尊
徳
と
と
も
に
富
士
山
信

仰
の
「
不ふ

じ
こ
う

二
講
」
と
い
う
組
織
に
所
属
し
、

報
徳
思
想
に
つ
な
が
る
学
問
に
取
り
組
み
、

短
歌
を
詠
む
と
い
っ
た
文
化
的
な
活
動
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
下
高
田
村
は
、
尊
徳
や
そ
の
門

人
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
大
山
太
助
の
尽

力
に
よ
っ
て
、
報
徳
仕
法
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
二に
の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く（
１
７
８
７
年
～
１
８
５
６
年
）

は
、
小
田
原
藩
栢か

山や
ま

村
（
現
在
の
神
奈
川
県

小
田
原
市
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
後
期
の

天
明
・
天
保
の
大
飢き

き
ん饉

で
疲
弊
し
た
数
多
く

の
藩
や
村
を
、
実
践
主
義
に
よ
り
復
興
さ
せ

た
農
政
家
で
す
。
本
市
で
も
、
下
館
藩
の
財

政
再
建
や
、
各
地
の
農
村
復
興
に
尽
力
し
ま

し
た
。

　
江
戸
幕
府
の
官
僚
で
あ
る
旗
本
・
中
西

壱い
き
の
か
み

岐
守
の
領
地
だ
っ
た
下
高
田
村
（
筑
西
市

下
高
田
）
も
、
尊
徳
に
よ
る
農
村
復
興
事
業

が
行
わ
れ
た
場
所
の
一
つ
で
す
。

　
天
保
元
年
（
１
８
２
９
年
）
下
高
田
村
の

太
助
は
、
一
家
と
村
の
困
窮
民
救
済
を
尊
徳

に
願
い
出
て
、
天
保
４
年
に
農
村
復
興
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
下
高
田
村
の
農
村
復
興
事
業
は
、
太
助
が

中
心
と
な
り
、
桜
町
陣じ

ん
や屋
（
当
時
、
尊
徳
が

赴
任
し
て
い
た
役
所
）
か
ら
資
金
を
借
用
。

そ
の
資
金
を
使
っ
て
荒
れ
地
の
開
発
や
道
・

橋
・
用
水
路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
工
事
と
村

民
の
借
金
返
済
、
鍬く

わ

や
鎌か

ま

と
い
っ
た
農
機
具

の
購
入
、
困
窮
民
へ
の
生
活
費
補
助
な
ど
、

村
民
の
生
活
を
立
て
直
し
、
農
業
が
で
き
る

よ
う
に
補
助
し
ま
し
た
。

第 25回全国報徳サミット筑西市大会
▶テーマ：「報徳仕法に学ぶ 心豊かでたくましく生きるひとづくり・
　　　　　まちづくり」
▶日　時：11 月９日（土）午前９時開場　
　　　　　午前９時 30 分開演
▶会　場：明野公民館イル・ブリランテ
▶内　容：報徳学習発表（五所小学校）、基調講演、パネルディス
　　　　　カッション、大会宣言決議など
▶参加費：無料

～二宮尊徳と下高田村・大山太助のかかわり～
問文化課（本庁３階）☎２２ – ０１８３

第 2 5 回 全 国 報 徳 サ ミ ッ ト 筑 西 市 大 会

「報徳」印
農村復興事業の具体的な事柄を決める時に、大山太助が押したと考えられる。

「
二
宮
尊
徳
和
歌
」

「
遠
近
　見
わ
た
せ
は
遠
き
ち
か
き
は
な
か
り
け
る

　
　
　
　お
の
れ
お
の
れ
か
住
處
に
そ
あ
り
　二
宮
」

金
箔
銀
箔
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
短
冊
に
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

不
二
講
の
活
動
で
、
二
宮
尊
徳
が
詠
ん
だ
和
歌
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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